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団体概要

■開始時期 2015年4月

■代表 板井佑介、小泉美智子

■資本金 なし
※品川区「地域振興基金を活用した区民活動助成制度」を活用
2015年～2017年：八潮地域、2018年～：西大井地域

■団体メンバー数 創設メンバー2名、子ども食堂ボランティア10数名

■事業所
八 潮：東京都品川区八潮5-6-37品川八潮パークタウン

潮路南第一ハイツ109
小規模多機能ホーム「けめともの家・品川八潮」

西大井：東京都品川区西大井2-4-14
在宅ケア＆多世代交流拠点「けめともの家・西大井」
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団体概要

■共同代表prof

板井 佑介
株式会社ケアメイト 代表取締役、NPO法人品川ケア協議会 理事
「民間事業者の質を高める」一般社団法人全国介護事業者協議会（民介協）
関東・甲信越ブロック理事
第六期品川区介護保険制度推進委員会委員
社会福祉士／経営学修士（MBA）／AFP／ノンイクメンな２児の父

1978年、東京都大田区生まれ。品川区西大井育ち。
大学卒業後、大手生命保険会社に入社。2011年9月より現職。公私を通じて東京都心部における今後
の地域社会のあり方を模索。2018年１月、西大井に「在宅ケア＆多世代交流拠点」をオープン。

小泉 美智子
親業訓練協会インストラクター、居宅介護支援事業所ケアマネジャー
前品川区社会福祉協議会子育て支援事業「にじっこ」責任者
介護支援専門員／介護福祉士／療育主任指導員

品川区八潮に住んで30年、八潮で子ども産み育てました。子育てが終わり、介護の仕事に携わるよう
になった今、お世話になった方たちや大変な子育ての真っただ中にいる親御さんたちに何かできるこ
とはないかと動き始めました。
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設立目的

お互いさまの心で楽しく暮らす。

日本の少子高齢化が叫ばれて久しくなります。
そして、今では世界で一番高齢化の進んだ国になりました。

一方で、都心部では保育園の待機児童問題も大きな問題になって
います。独居や認知症高齢者の激増、児童虐待の増加、認知症
グループホームや保育園建設反対運動・・・

都心部では、地域社会のつながりが希薄化しているように感じます。
けめカフェは、それぞれをお互いさまの関係で尊重しあい、
あらゆる世代が安心して、楽しく住み続けられる地域づくりの発信基地
のひとつとなることを目指しています。
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設立経緯

たまたまの出会い。

品川区八潮地域に小規模多機能ホームを開設しようとしていた板井。
地域密着型サービスとして、表面的な地域連携ではなく、より効果的な
地域活動を展開したいと思っていた。

その地で３０年暮らすなかで高齢化する地域の状況を横目に気にして
いた小泉。
子育ても一段落し、自由を得る状況となり、何か地域活性に役に立つ
ことが出来ないか、モヤモヤと考えていた。

地域の介護事業者の集まりの場に、たまたま介護コミュニケーション
講座の講師として訪れた小泉に板井が声をかけた。
二人の思いの共通点を見いだすこととなり、活動がはじまった。
本当にたまたまの出会い。そして思いと行動、ただそれだけ。
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実施内容
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東京ホームタウンプロジェクトの支援内容

2018.10.20 スペース活用ワークショップ

イベントをする上で重要なこととは？

皆で楽しめるイベントを通じて、
意識を共有できる人とつながって協力者を増やし、
長く続けられる仕組みをつくって定着させていくことで、

地域の人々にとっての第２の居場所をめざす
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東京ホームタウンプロジェクトの支援内容

2018.10.20 スペース活用ワークショップ
イベントプラン


